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（1） 校正品目の拡大

この度、当社校正部はANAB（ANSI-ASQ National 

Accreditation Board）の審査を受け、2017年1月19日

付で、放射照度計、白金測温抵抗体、圧力計の校正

についてISO/IEC17025適合の認定を受けました（下記

ANAB認定証）。これにより分光放射照度標準電球校正

に加え、放射照度計（水冷7.5kWキセノンランプ用、波長

ISO/IEC 17025 校正品目の拡大について

範囲300～400nm）、白金測温抵抗体、 圧力計の校正

についてもISO/IEC 17025対応の校正証明書を発行で

きるようになりました。この認定によりキセノンウェザーメー

ター用の放射照度計についてISO/IEC 17025対応の校

正証明書を発行できる国内唯一の試験機メーカーとなり

ます。表1に今回ANABより認定を受けた校正品目を示し

ます。

（2） 認定機関 ANAB について

ANABはANSI （American National Standards 

Institute:米国規格協会）とASQ （American 

Society for Quality:米国品質協会）が共同

運営している認定機関であり、世界95ヶ国

が加盟するILAC （International Laboratory 

Accreditation Cooperation:国際試験所認

定協力機構）において相互承認協定（MRA）

を締結しています。その為、国際的に通用

する、ANAB認定シンボルとILAC MRAマーク

（下記）付きの証明書を分光放射照度標準

電球校正についてだけでなく、放射照度計、

白金測温抵抗体、圧力計の校正についても

発行することが可能となりました。

ILAC MRA マークと ANAB 認証シンボル

*喜多英雄
**加藤英嗣

ANAB による認定証

放射照度計、 白金測温抵抗体、 圧力計の ISO/IEC 17025 校正証明書
発行が可能になりました。
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（3） 校正品目拡大の背景

促進耐候性試験機や腐食促進試験機にとって、放射照

度、温度、圧力は重要な制御項目です。試験結果の信

頼性確認のために、試験機の点検履歴、修理履歴はも

とより、重要な制御項目を測定する測定器自体につい

て校正が定期的になされているか、また国家標準とのト

レーサビリティは取れているかが求められるようになり、お

客様からISO/IEC 17025対応の校正証明書のご要望が

増えてきました。当社は、2000年に分光放射照度標準

電球校正について計量法に基づくJCSS認定事業者とな

りISO/IEC17025適合の校正証明書を発行、更に2011

年には国際相互承認（MRA）対応のJCSS校正事業者

となり、国際的に通用する校正証明書を発行していまし

た。更に数年前より試験機において重要な測定を行う放

射照度計、白金測温抵抗体、圧力計の校正についても

自社内でISO/IEC 17025校正を行えるよう、校正手順

の明確化、校正施設・設備の見直し、不確かさの算出な

ど、ISO/IEC 17025に基づく校正体制の確立に取り組ん

で参りました。

（4） 試験機にとっての校正の重要性

促進耐候性試験機や腐食促進試験機にとって信頼性

とは、同じ試験をしたら同じ結果になるような再現性のあ

る試験が行えることです。各試験機で正確な試験を再現

性良く行うためには、試験条件の制御に必要な項目の

測定値が校正され正しくなければいけません。促進耐候

性試験機では放射照度、試験槽温度、スプレ圧力など、

腐食促進試験機では試験槽温度、塩水噴霧試験の噴

霧圧力などがあげられます。その為、計測器である放射

照度計、白金測温抵抗体、圧力計を定期的に校正し、

精度を確認することが必要になります。測定器を国家標

準、国際標準につながるトレーサビリティが確保された標

準で校正することが各試験機での測定値の信頼性を向

上させることになります（図1）。

（5） ISO/IEC 17025 校正の必要性について

計測器によって測定される様々な測定値がありますが、

その測定値は信頼できるものでなければなりません。そ

の為には、計測器が校正されている必要があります。校

正とは『計器または測定系の示す値、若しくは実量器ま

たは標準物質の表す値と標準によって実現される値と

の関係を確定する一連の作業。校正には計器を調整し

て誤差を修正することは含まない。』と定義されています

（JIS Z 8103：2000　計測用語）。すなわち、上位標準と

の関係を明確にすることであり、調整をする事ではありま

せん。標準器による校正、標準器を用いて測定機器が

表示する値と真の値の関係を求めることで計測器は信頼

性を確保することができます。また、測定値は世の中で

共通の尺度でなければならなく、国家標準、国際標準へ

のトレーサビリティを確保することが必要となります。トレー

サビリティとは『不確かさがすべて表記された、切れ目の

無い比較の連鎖によって、決められた基準に結びつけら

れ得る測定結果又は標準の値の性質。基準は通常国

家標準または国際標準である。』と定義されています（JIS 

Z 8103：2000　計測用語）。測定結果が、不確かさを

加味した校正を介して決められた基準に関連付けること

ができることをいっており、そのことにより測定結果の信頼

性・同一性を確保することができます。 

* 校正部　校正課　部長　** 校正部　校正課　課長

表 1　ISO/IEC 17025 認定の校正品目と校正ポイント

校正品目 校正ポイント

水冷 7.5kW

キセノンランプ用

放射照度計

キセノンランプフィルタ条件

石英 /#275
60W/m2 （300-400nm）

キセノンランプフィルタ条件

石英 /#295
60W/m2 （300-400nm）

キセノンランプフィルタ条件

石英 /#320
50W/m2 （300-400nm）

分光放射照度

標準電球

500W

タングステンランプ

250nm - 350nm

350nm - 450nm

450nm - 650nm

650nm - 830nm

830nm - 850nm

白金測温抵抗体 0 ～ 70℃

圧力計

φ 100mm （圧力計の直径） 

フルスケール 0.2MPa
0.05MPa ～ 0.18MPa

φ 60mm （圧力計の直径） 

フルスケール 0.3MPa
0.03MPa ～ 0.25MPa

φ 100mm （圧力計の直径） 

フルスケール 0.4MPa
0.04MPa ～ 0.35MPa

φ 60mm （圧力計の直径） 

フルスケール 0.4MPa
0.1MPa ～ 0.36MPa

φ 100mm （圧力計の直径） 

フルスケール 1.0MPa
0.1MPa ～ 0.8MPa

※�白金測温抵抗体、 圧力計は上記範囲内の任意のポイントで校正が可能です。
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また、他国の計量標準が信頼できないとなると、輸入国

での再計量が必要になってしまいます。その為、国際的

にも通用する値であることが要求されてきています。

ISO/TS 16949（自動車業界向けの品質マネージメント

システム）では計測器の校正にISO/IEC 17025への準

拠が要求されています。最近JISの製品規格等でもISO/

IEC 17025への準拠が要求されるようになってきてお

り、その要求は増大しています。ISO/IEC 17025 （JIS Q 

17025）は、試験所及び校正事業者が特定の試験又は

校正を実施する能力があるものとして認定を受けようとす

る場合の一般要求事項を規定した規格です。ISO 9000

の品質管理マネージメントシステムの内容に、技術的要

求事項が追加されています。技術的要求事項には要

員・校正方法・不確かさの算出と妥当性の確認・設備等

があります。校正業務に携わる人の技術的能力と品質シ

ステムが何よりも重要です。そして、校正事業者が正確

な校正結果を生み出す能力があるかどうかを、権威ある

第三者認定機関により認定してもらいます。

また、ILACとの間で相互承認協定（MRA）を締結してい

る認定機関から認定を受けることで校正証明書へMRA

マーク付きの認定シンボルを付加することができます。

MRAマーク付きの校正証明書はMRAに署名している国

の間では校正結果の同等性が認められますので、国際

的に通用する測定値であることの証明となります。

（6） 当社の校正体制と今後の取り組み

現在、当社の校正のトレーサビリティ体系は図2のように

なっており、ISO/IEC 17025の登録のある量については

ISO/IEC 17025校正を外部機関に依頼し、上位標準の

校正器を維持し、校正を行っています。放射照度計、白

金測温抵抗体、圧力計のISO/IEC 17025校正は4月より

受付開始する予定です。今回、放射照度計、白金測温

抵抗体、圧力計、についてISO/IEC 17025認定を受けま

したが、試験機の全ての測定値が認定範囲に含まれて

いるわけではありません。

図 1　校正品の一例
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現地校正の要望も増えており、実際にユーザー様の所

へ伺っての校正も行っております。認定の範囲外のもの

についてはこれまで通りの体系で校正を行っていき、校

正品目の拡大にも取り組んでいく予定です。今後とも正

確な試験を維持するために、当社に校正対象品の校正

依頼をお申し付けくださいますよう、よろしくお願いいたし

ます。
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図 2　トレーサビリティ体系図

 認定事業者
（認定機関・認定番号）

 公的機関標準

デジタルストップウォッチ 時間

長さ

メスシリンダー 体積

キャリパチェッカー デジタルノギス

抵抗

分銅 電子天秤 質量

デジタルマルチメーター ダイヤル形抵抗器

圧力

交流電力

一般財団法人 日本品質保証機構
(A2LA・1400.03）

一般財団法人 日本品質保証機構
(A2LA・1400.03）

一般財団法人 日本品質保証機構
(JCSS・0029)

一般財団法人 日本品質保証機構
(JCSS・0064)

一般財団法人 日本品質保証機構
(A2LA・1400.01)

一般財団法人 日本品質保証機構

一般財団法人 日本品質保証機構

デジタル電流計 デジタル電流計

パワーハイテスター

スガ試験機株式会社
(ANAB・AC-2116)

デジタル圧力計 デジタル圧力計

ブラックスタンダード温度計 ブラックスタンダード温度

スガ試験機株式会社
(ANAB・AC-2116)

分光放射照度標準電球 分光放射照度

国家計
量標準

社内基準

水冷7.5kWキセノンランプ用
放射照度計

測色XYZ

鏡面光沢度

ヘーズ

国
立
研
究
開
発
法
人
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

JIS規格
屈折率

NPL

白色校正標準板

光沢校正標準板

ヘーズ校正標準板

白色校正標準板

光沢校正標準板

ヘーズ校正標準板

ブラックパネル温度計 ブラックパネル温度

スガ試験機株式会社
(ANAB・AC-2116)

デジタル温度計
白金測温抵抗体

デジタルマルチ温度計
温度

デジタル温湿度計 デジタル温湿度計 温湿度

交流電圧

マルチプロダクト校正器 直流電圧・電流

交流電流

日本電気計器検定所
(JCSS・0039)

マルチプロダクト校正器



ISO/TC107/SC7（金属及び無機
質被覆/腐食試験）東京国際会議

須賀茂雄

開催日：2017年1月19日

場所：千葉　柏の葉カンファレンスセンター

参加国：日本・中国・韓国・ドイツ・フィンランド　5ヶ国27名

当社に関係する審議について報告する。

須賀がSecretary（国際幹事）のSC7（腐食試験）は、

日本が幹事国であり、Chair（議長）の伊藤叡氏（ISO/

TC107 ISO規格検討専門委員会委員長）と須賀の両名

で議事進行を務めた。

・ISO 6988（高湿潤下における二酸化硫黄試験）は、SR

（定期見直し）投票の結果ISO/TC156（金属及び合金

の腐食）に移管された。また、同様の定量封入方式のガ

ス腐食試験であるISO/TC35（塗料およびワニス）のISO 

3231（二酸化硫黄を含む高湿度環境に対する耐久性

試験）もTC156へ移管され、TC156が両規格の移管を

了承したことが報告された。現在、ISO/TC156/WG7（腐

食試験）で須賀がPLになり両規格を統合した新規格の

WDを準備中である。

・Item for future workとして、韓国より"Russian Mud 

Corrosion Test"のプレゼンテーションが行われた。冬季

のロシア地域における、融雪剤のCaCl2を含んだ泥による

自動車のクロムめっき装飾の腐食に関する試験方法であ

る。今後NWIPとして提案される予定。

次回は、2018年1月23日～26日にフィンランドで開催予定。

会議風景

国際規格の動向―国際会議に出席してー

ASTM D01（塗料）、 G03（耐候試
験）、E12（測色） Norfolk国際会議

*喜多英雄

開催日：2017年1月29日～2月4日

場所：アメリカ バージニア州ノーフォークMar r i o t t 

Waterside Hotel

当社に関係する審議について報告する。

・D01（塗料）：ASTM D7869 （Standard Practice for 

Xenon Arc Exposure Test with Enhanced Light and Water 

Exposure for Transportation Coatings）について改訂作業

が完了した。またこの規格を用いたRound robinテストが計

画されて、試験方法、サンプルについて議論された。

・G03（耐候試験）：ASTM G156（ Standard Practice for 

Selecting and Characterizing Weathering Reference 

Materials）について改訂の検討がなされ、Reference 

Materialsの現状について話し合われた。また新規案件

の全天日射計の校正不確かさの求め方について議論さ

れ、不確かさの見積例の説明があり、相互比較試験の

計画が話し合われた。

・E12（測色）：2018年6月会議をAATCC, ISCCとJoint 

meetingにするための話し合いがなされ、日程について議論

された。E2214 （Specifying and Verifying the Performance 

of Color-Measuring Instruments）について精度レベル

の問題にしかならないが平均方法の式に間違いがある

と指摘あり。再計算を行うと同時にtask groupを作り、問

題のannexの考え方から検討する。E805 （Identification 

of Instrumental Methods of Color or Color-Difference 

Measurement of Materials）にΔE94を残すか話し合い、

ユーザーは、色々な式を使うので、残す方向で検討する。

次回は、D01, G03は、2017年6月25～27日ボストン、

E12は、2017年6月6～7日ペンシルバニア州ウェスト・コ

ンショホッケンで開催予定。
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発行段階	 IS	 International Standard



■概要

オゾンウェザーメーターはゴムを初めとし、プラスチック・

塗料・繊維・デジタル写真等の有機材料のオゾン劣化を

促進試験するもので、一定伸張の静的試験と垂直引張

りの動的試験が出来ます。オゾン濃度調節及び測定に

は、ISO規格に基づく紫外線吸収法を採用しています。 

ISO 1431-1:2012（新JIS K 6259：2004加硫ゴム及

び熱可塑性ゴム－耐オゾン性の求め方）対応のOMS-

HN, -LN型と、簡単な設定操作をするだけで、新JIS K 

6259：2004と旧JIS K 6259：1993いずれの試験にも対

応するOMS-HW, -LW型があります。

■特長

1． オゾン発生用のオゾン灯の分光組成の確立

オゾン発生効率を高めたTM式オゾン灯を採用。オゾン

発生波長185nmを厳重に管理したオゾン灯から製作し

オゾン発生量が明確です（OMS-LN, -LW型）。更に高

濃度試験用に当社独自設計の高濃度発生器（無声放

電方式）を開発、広範囲なオゾン濃度試験が可能です

（OMS-HN, -HW型）。

2． オゾン濃度測定と自動調節を確立

紫外線波長253.7nmの光がオゾンに吸収される性質を

利用して、オゾン濃度を測定する紫外線吸収法を採用。

253.7nmを発光する測定用水銀灯は全品分光組成を測

定しその強度を確認しています。当社独自設計のオゾン

濃度自動調節記録計（OMR-5C型）によりオゾン濃度を

自動的に調節します。

オゾンウェザーメーター

外気の影響を受けない真のオゾン濃度試験。

*玉田宏一

OMS-HN, -LN 型 構造図 （OMS-HN, -LN 型）

静的試験用伸張ホルダ 動的試験用ホルダ

写真1　試験槽内
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3．回転方式の静的及び動的試験装置（写真1）

静的試験は伸張ホルダを回転試料枠に取付け一定の

伸張を加えたまま試験。動的試験は試料枠が上下に動

き試験片を垂直引張の繰り返しを行いながら回転し試験

します（ストローク距離可変）。

4． 外気の影響を受けない真のオゾン濃度試験

オゾンウェザーメーターは、外気の空気を常に一定量導

入し、オゾン灯放電又は無声放電を通過させオゾンを発

生、試験槽に送り込むもので、一定量のオゾンが外気に

常に排気されます。また、試験中試験片から発生するガ

スが正確なオゾン濃度測定に影響を与えます。その為、

外気及び発生ガスの影響を受けず試験を行う事が重要

になります。当社のオゾンウェザーメーターは、当社独自

設計の№1フィルタを外気導入部及び排気部に取り付

け、外気の汚染ガス及び試験槽から排出するオゾン・汚

染ガスを完全に遮断しています。さらに本体付属のオゾ

ン濃度自動調節記録計（OMR-5C型）には、試験槽内の

オゾン濃度を正確に測定するために当社独自設計の№

2フィルタを内蔵し、外気及び試験片から発生するガスに

影響されない真のオゾン濃度測定を確立しています。こ

の当社独自開発のフィルタシステムにより、外気の影響

を受けない真のオゾン濃度試験を実現しています。

■仕様
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旧 JIS K6259:1993 対応型 新 JIS K6259:2004 対応型 新旧 JIS 対応型

型式 OMS-H 型 OMS-L 型 OMS-HN 型 OMS-LN 型 OMS-HW 型 OMS-LW 型

オゾン濃度範囲
20 ～ 250pphm

（200 ～ 2,500ppb）
1 ～ 200ppm

20 ～ 250pphm
（200 ～ 2,500ppb）

20 ～ 250pphm
（200 ～ 2,500ppb）

1 ～ 200ppm

20 ～ 250pphm
（200 ～ 2,500ppb）

20 ～ 250pphm
（200 ～ 2,500ppb）

1 ～ 200ppm

20 ～ 250pphm
（200 ～ 2,500ppb）

試験槽内寸法 幅 50 ×奥行 50 ×高さ 50cm（容積 0.125m3）

温度範囲 （外気温度＋ 10℃）～ 60 ± 1℃

動的試験
（垂直引張）

【試験片寸法・数】幅 25 ×長さ 120 × 3mm 12 個（又はオプションで 24 個）

【繰返速度】0.5Hz　　　　　【試料枠回転速度】2rpm

静的試験 【試料枠回転速度】2rpm　【伸張ホルダ】FW-H 型 16 個

本体寸法 約幅 134 ×奥行 70 ×高さ 191cm 約幅 140 ×奥行 77 ×高さ 191cm

電源容量 単相 100V19A 単相 100V15A 単相 100V25A 単相 100V21A 単相 100V24A 単相 100V21A



オゾンウェザーメーター
OMS-LNZ型（低温型）

■概要

ゴムの寒冷地での亀裂発生要因として、水分の氷結、解

氷、オゾン、ひずみ等が考えられています。本試験機は

低温下でのオゾン劣化試験が可能です。

オゾンウェザーメーター
OMS-LNZ型（動的＋湿度）

■概要

本試験機は広範囲な湿度条件下でのオゾン試験が可

能です。湿度が高い雰囲気では流量計や各部の配管が

結露水で詰まり、不具合を起こす原因になります。TM式

除湿器（PAT.）は、この問題を解決、広範囲な湿度下で

のオゾン試験を可能にしています。

■仕様 ■仕様

＊製造本部　次長
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オゾン濃度範囲 20 ～ 250pphm（200 ～ 2500ppb）

温度範囲 － 20 ～ 60 ± 1℃

動的試験（垂直引張）

【試験片寸法・数】
長さ 60 ～ 120mm、幅最大 25mm、
厚さ最大 3mm　　12 枚

【試料枠回転速度】2rpm

静的試験
【伸張ホルダ】 FW-H 型　16 個
【試料枠回転速度】2rpm

試験槽内寸法 約幅 50 ×奥行 50 ×高さ 50cm

本体寸法 約幅 202 ×奥行 191 ×高さ 213cm

電源容量 3 相 200V 約 28A 50Hz

JIS K 6411 ( 道路橋免震用ゴム支承に用いる積層ゴム－試験方法 ) に準拠
の低温 -30℃タイプもあります。

オゾン濃度範囲 20 ～ 250pphm（200 ～ 2500ppb）

温湿度範囲
温度：40 ± 1℃
湿度：50 ～ 95 ± 5％ rh

動的試験（垂直引張）

【試験片寸法・数】
長さ 60 ～ 120mm、幅最大 25mm、
厚さ最大 3mm　　12 枚

【試料枠回転速度】2rpm

静的試験
【伸張ホルダ】 FW-H 型　16 個
【試料枠回転速度】2rpm

試験槽内寸法 約幅 50 ×奥行 50 ×高さ 60cm

本体寸法 約幅 147 ×奥行 178 ×高さ 252cm

電源容量 3 相 200V 約 21A　60Hz

試験槽小型タイプや大型タイプもあります。



カラーメーター　CC-iW

オールインワンタイプの分光白色度計

＊加藤光利

■概要

光学部と計測部一体型、ISOとJISが定める各種白色度

試験方法に準拠したオールインワンタイプの分光白色度

計です。ISO参考標準レベル3の標準白色面を用いた紫

外線光量自動調整機能付きで、さらに紙の白さにとって

重要な蛍光強度の測定も可能です。回折格子を用いた

10nm間隔で分光反射率を測定します。光学条件はA・

C・D50・D65・D75・F2・F6・F7・F8・F10・F11・TL84・UL30光源に

よる2度視野及び10度視野が選択可能で、色の三属性

HV/C（マンセル値）・染色堅ろう度等級値（グレースケー

ル値）・蛍光強度・不透明度・各種の白色度、13種光源

（A・C・D50・D65・D75・F2・F6・F7・F8・F10・F11・TL84・UL30）に

よる条件等色度の測定が可能です。測定結果は画面で

の表示、および内蔵プリンタによる印字が可能です。付属

のUSBケーブルでパソコンと接続することで表計算ソフト

ウェアに測定データを転送できます。光学部の汚れ防止

機構により、紙から出る粉等の浸入による性能低下を防

ぎます。オールインワンのシンプルな装置構成のため、生

産現場での使用に適しています。

■特長

1． 紫外線光量の自動調整

標準紙に記載されている

ISOBRの値を入力し、自

動開始ボタンを押すだけ

で、自動で調整が可能で

す。

紙は、蛍光増白させ白

色度を高めたものがあり、その測定には、照明光に紫外

光を含まなければ正しい測定ができません。そのため測

定光源として紫外光を含むキセノンフラッシュランプが使

用されています。正しい測定を行うためには、キセノンフ

ラッシュランプから試料に照射される紫外線光量を、UV

カットフィルタを用いて最適な量に調整する必要がありま

す。従来の白色度計では、UVカットフィルタの位置をダイ

ヤルにより手動で調整していました。CC-iWはこの調整を

自動で行いますので、より簡単に、短時間で正確な調整

が可能です。

2． 試験片のセットは測定孔に乗せるだけの簡

単測定

試験片を本体上部の測

定孔に乗せるだけで測

定できます。スピードが

求められる現場に最適

です。

3． 光学部は汚れ防止機構付

試験片（紙）から出る粉等で光学部が汚れないように、汚

れ防止機構を搭載。積分球の下部に設置したガラス板

によりミラーやレンズ等の光学部品の汚れを防ぎます。

このガラス板は、特殊な工具を使用したり、ケースを外し

たりする必要もなく、誰でも簡単に取り出すことができ、拭

き取りや交換も可能なため、きれいな状態を保てます。

また、汚れ検知機能により、ガラス板の適切な交換時期

を表示します。

反射測定
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4． 光学部と計測部一体型のオールインワンタ

イプで操作はタッチパネル方式

オールインワン構成で、

省スペースで設置が可能

です。タッチパネルのボタ

ンに操作項目が表示され

ているので、初めてでもわ

かりやすく簡単に操作す

ることができます。

■仕様

＜ CC-iW で測定できる表色系の種類＞

名称 記号 概要 規格番号

三刺激値 XYZ, xyY, xy 色度図
CIE （国際照明委員会） 1931 年決定の表色系 （2 度視野） で、

各表色系の基礎となっている （10 度視野は 1964 年決定）。

ISO 11664-1、 CIE S 014-1、

ISO 11664-2、 CIE S 014-2、

ISO 11664-3、 CIE S 014-3、

CIE 015、 JIS Z 8701、

JIS Z 8722、 JIS Z 8781-1、

JIS Z 8781-2

L*a*b* 

（CIELAB）

L*a*b*, L*C*hab 

ΔL* Δa* Δb* 

ΔC*ab, ΔH*ab 

ΔE*ab

CIE1976 年推奨の表色系で、 知覚的にほぼ均等な歩度をもつ色空

間で、 色差測定に用いる。

ISO 11664-4、 CIE S 014-4、

JIS Z 8730、 JIS Z 8781-4

L*u*v* 

（CIELUV）

L*u*v*, L*C*huv 

u' v' ΔL* Δu* Δv* 

ΔC* ΔH* ΔE*uv

CIE1976 年推奨の表色系で色差測定、 及び照明関係の演色性の測

定に用いる。

ISO 11664-5、 CIE S 014-5、

JIS Z 8730、 JIS Z 8781-5

色差式

ΔE00 （CIE DE2000）
知覚される色差とのよりよい相関を得るために CIE が 2001 年に推奨

の色差式。

CIE 015、 JIS Z 8730、 ISO 11664-6、

CIE S 014-6

ΔE94 （CIE 1994） CIE が 1994 年に推奨の色差式。
CIE 015、 JIS Z 8730

ΔECMC （ISO 微小色差） 様々な染色試料に関してよりよい相関を得るための色差式。

マンセル H V/C 色相 （H）・明度 （V）・彩度 （C） を表すマンセル表色系による表示。 JIS Z 8721

白色度

W10 ISO 105 による、 CIE の推奨する白色度。 JIS L 1916、 JIS Z 8715

TW10 ISO 105 による、 色み指数 ： －は赤みの白、 ＋は緑みの白。 ISO 105-J02

B （紙 ： 青色反射率） ※ 白色度 B は紙の青色反射率
旧 JIS P 8123

W' 白色度 W' は青色と緑色の反射率の差による。

IBR 紙及び板紙の白さの程度を示す。ISO Brightness として知られている。 ISO 2470-1、 JIS P 8148

不透明度 紙及び板紙の不透明さの程度を示す。 ISO 2471、 JIS P 8149

WL （繊維） 繊維製品の白色度 JIS L 1916

黄色度 

黄変度

YI 

ΔYI
YI は、 黄色度を表す指数。 Δ YI は、 黄変度を表す指数。 ISO 17223、 JIS K 7373

アダムス ･ 

ニッカーソン
Vx, Vy, Vz, ΔEAN ※

アダムスが提案した、 知覚的に均等な間隔をもたせた色差式。 Vy は

マンセルの V 相当。
旧 JIS Z 8729

ハンター

Lab 

LCh 

ΔEH

ハンター表色系で古くから色差測定に用いられている。 旧 JIS Z 8730 （1980 版）

染色堅ろう度

Nc# 

変退色グレースケール等級値
繊維製品の染色堅ろう度等級の判定に用いる。 JIS L 0809

Ns 

汚染グレースケール等級値

条件等色指数 

（メタメリズム）
M （D65 :C）

条件等色対の条件等色度を表す。 

基準光 （例 D65 光） で三刺激値が一致する （またはほぼ等しい） 試

料対の、 他の照明光 （例 C 光） に変えた時の色差。

JIS Z 8719

※ C 光 2 度視野のみ

＊製造本部　色彩課　課長代理
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光学条件
（反射測定）

拡散照明・0 ﾟ受光
（JIS P 8152 に準拠）

分光方式 反射形回折格子

測定波長範囲 400 ～ 700nm 10nm 間隔

受光素子 MOS イメージセンサ

測定孔径 φ 30mm

測色条件
A・C・D50・D65・D75・F2・F6・F7・F8・F10・
F11・TL84・UL30 光の各 2 度及び 10 度視野

光源
キセノンフラッシュランプ

（寿命約 20 万回）

安定性
ΔE＊ab の標準偏差 0.02 以内（白色校正標準板
を連続 30 回測定したとき）

本体寸法 約幅 43 ×奥行 39 ×高さ 22cm 

電源容量 AC100 ～ 240V 約 200VA 50Hz ／ 60Hz

運転質量 約 13kg



促進耐候（光）性試験の歴史と発展（２６）

5.4.1.2　ブラックパネル温度 63℃の根拠

戦後日本で促進耐候（光）性試験機の必要性が求めら

れ、日本初の紫外線カーボンアーク灯式ウェザーメー

ターが完成したのは1952年（昭和27年）であった。

アメリカでは1918年（大正8年）のフェードメーターに始ま

り1939年にはサンシャインウェザーメーターが使用され

始めていた。これに伴い、サンシャインカーボンアークが

Federal TT-E4856に、紫外線カーボンアークがASTM-

39Tに規定された。

試験温度の規定については、1949年規定のFederal 

Test Method Standard TTP141 6151 Accelerated 

Weathering（Open Arc Apparatus）、6152 Accelerated  

Weathering （Enclosed Arc apparatus） にブラックパネ

ル温度として、145±5°F（62.8±2.8℃）と規定されてい

る。この数値の明確な根拠は示されていないが、大気温

度の最高は世界各地の極値50℃を除いて約35℃で、

温度は試験片が受ける輻射熱による温度と周囲空気温

度を加えたものになる。輻射熱による温度上昇は、試験

片の性質により異なるが、ブラックパネル温度が最も高い

温度を示すので、促進耐候（光）性試験を行う場合の温

度として、「63℃」という試験温度が決められたようであ

る。Federal Test Method Standard はASTM（American 

Society for Testing Materials）規格に移行し、促進耐候

（光）性試験関連のASTM規格ではブラックパネル温度を

基準に試験を行うように規定されている。 

上記、ブラックパネル温度63℃の確認を米国・3M 

Company のフィシャー・R・M氏とケトラー・W・M氏は屋

外暴露と人工促進法の物質の温度についてASTM STP 

1202 に論文を発表している。

その概要は、「色のついた試料の表面温度は、試験条件

により決められる」という点である。試料としてアルミニウム

板（5052H33，大きさ70×142×0.7mm、エッチング処

理、スマット除去）にＴ型（銅－コンスタンタン）熱電対を

30mm角のアルミニウムホイルテープを用いて貼り付け、

表面色は黒、青、緑、赤、橙、黄、そして白を用いた。裏

当てには合板を用いた。図98は、1991年6月23日ミネソ

タの屋外暴露時の裏当て付きのカラーパネルの温度測

定結果である。温度の高い順位は、日中太陽が当たって

いる時は黒・青・緑・赤・橙・黄・白・外気温度の順でその

順位は変わらない。

多くの実験データから、試料表面温度は下記の式のよう

に周囲温度と輻射熱の合計になる。周囲温度は色に関

係なく試料の温度に影響するが、輻射熱は試験片の太

陽光の吸収率と表面伝導係数により変動するためカラー

パネルの温度は異なる。

試料の材質（熱伝導係数）が同じならば、太陽光の吸収

率により表面温度は変化する。

Ts＝Ta + aI/h

　　　Ts＝試料の表面温度 

　　　Ta＝周囲温度

　　　 a＝太陽光の吸収率

　　　 I ＝入射太陽光放射照度の合計

　　　 h＝表面伝導係数 

図99はエポキシ樹脂で黒塗装したアルミニウム板製のブ

ラックパネル温度計を45ﾟで暴露した時の最高値の年平

均温度を示す。暖かい晴れた日の午前11時から午後3

時までの最高温度の期間を採用した。

　図 98 　カラーパネル表面温度の屋外測定結果
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図100、図101にブラックパネル温度の最高値の月平均

温度の図を示す。アリゾナ・フロリダとも比較的季節変動

があるが、例年同じような平均温度を再現している。アリ

ゾナは、夏期は暑く、マイアミに比べて冬期は涼しい。この

グラフの値を、表36に示す。自動車用アクリルペイントの

測定結果についてマイアミとミネソタ（ダルース）との比較

を行った。その結果を表37に示す。

　図 99 　アリゾナ （ウィットマン） とフロリダ （マイアミ） のブラックパネル温

度の最高値の年平均温度

　図 100 　アリゾナのブラックパネル温度の最高値の月平均温度

　表 36 　フロリダ・アリゾナのブラックパネル温度の最高値の月平均

月 アリゾナ 1989 アリゾナ 1990 フロリダ 1989 フロリダ 1990

1 月 44 47 56 56

2 月 50 48 50 54

3 月 56 54 54 56

4 月 63 60 54 53

5 月 61 63 55 50

6 月 66 72 50 51

7 月 73 72 52 53

8 月 70 68 59 56

9 月 70 67 59 62

10 月 62 64 62 61

11 月 55 55 58 56

12 月 49 43 53 54

平均 59.9 59.4 55.2 55.2

　表 37 　短期間ミネソタ温度モデルに対するサウスフロリダテスト
サービス（SFTS）の長期間の黒と白（自動車用アクリル
ペイント）の研究結果の比較

Exposure 

condition

Miami Black 

Panela
Miami White 

Panela
Minnesota  Black 

Panelb

45 ﾟ open 53℃ 36℃ 37.9℃

45 ﾟ backed 65℃ 42℃ 42.4℃

5 ﾟ open 57℃ 38℃ 39.0℃

5 ﾟ backed 61℃ 40℃ 40.8℃

a ：  Average panel temperature determined from eight separate data 

collection periods during the one year study

b ：  Minnesota black panel temperature were selected to match the Miami 

black panel values．

　  Models from Minnesota 45 ﾟ open and 30 ﾟ backed exposures were then 

used to determine the corresponding Minnesota white panel temperature

　図 101 　フロリダのブラックパネル温度の最高値の月平均温度
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図102は、実験した都市の位置図である。フロリダ・マイア

ミ（北緯約25.8ﾟ熱帯モンスーン気候）は特に夏は高温多

雨で平均最高気温は30℃以上、平均気温でも30℃近く

になり冬も温暖である。アリゾナ・ウィットマン（北緯約33.8ﾟ

砂漠気候）は乾燥地帯に属するため夏は平均最高温度

で40℃を超え、平均気温でも30℃を越えることがある。

またミネソタ・ダルース（北緯46.8ﾟ亜寒帯湿潤気候）は寒

冷な冬と短い夏で、夏場の平均気温は20℃に達しない。

気温とブラックパネル温度の関係を見ると、前述のTs＝ 

Ta＋aI/h中のTa （周囲温度）が高いとブラックパネル温

度も高くなっていることが分かる。

以上より、米国・3M Company のフィシャー・R・M氏とケト

ラー・W・M氏は下記のように結論づけている。

①SFTSの自動車用塗装の45ﾟ裏当てなしのブラックパ

ネル温度は、53℃だった。それは図99－マイアミのBPT

の最高温度の8 年間の平均（52.6℃）と一致して同じで

あった。

②45ﾟ裏当てなしのBPT53℃、45ﾟ裏あて付きのBPT 

65℃は、BPTの条件の指標として選択された。

③加えて、45ﾟの暴露角度は屋外暴露の研究には最も代

表的である。

④屋外温度の指標としてマイアミのデータを使用すること

が正当であるとするこの研究において表現されているブ

ラックパネルの温度は明らかに同一である。

⑤ブラックとホワイトパネルの絶対的な温度差はマイアミ

　図 102 　観測地点の位置と気候図

とミネソタでほぼ同一である。

と結論づけている。

また日本ウエザリングテストセンターの宮古島試験場（北

緯24.7ﾟ亜熱帯海洋性気候）でのブラックパネル温度の

最高温度の平均（1999年～2002年）の測定結果も上

記結果とほぼ等しいと日本ウエザリングセンター発行の促

進暴露試験ハンドブックに記載されている。ちなみに銚

子暴露場（北緯35.7ﾟ温帯湿潤気候）のブラックパネル温

度の結果は約55℃である。前号のスガ試験機（株）屋上

（北緯35.7ﾟ温帯湿潤気候）でのBPTの温度観測結果を

見ても、BPT温度は60℃を越えることがあり、緯度が低く

周囲温度が高い放射照度の強い地域においてはBPTの

温度が63℃を越えることは十分推測される。

【参考文献】
(1) プラスチックスの耐候および耐光試験

　  プラスチックス　1955年6月号 東洋理化工業（株）　深谷三男

(2) ウェザーメーター

　  計量管理　1955年12月、1956年1月 東洋理化工業（株）

　  深谷三男

(3) ウェザーメーターに就いて

　  防錆技術　第3巻第8号 東洋理化工業（株）　深谷三男

(4) Federal Test Method Standard 141 

　  6151 Accelerated Weathering（Open Arc Apparatus）

　  6151 Accelerated Weathering（Enclosed Arc Apparatus）

(5) ASTM G 23 Practice for operating light-exposure apparatus 

（carbon-arc type）with and without water for exposure of 

nonmetallic materials 

(6) ASTM D 822 Standard Practice for Filtered Open-Flame 

Carbon-Arc Exposures of Paint and Related Coatings

(7) ASTM STP 1202 Surface Temperatures of Materials in Exteror 

Exposures and Artificial Accelerated Tests（Richard M.Fischer 

and Waeeen D.Ketola）

(8) 促進暴露試験ハンドブック（平成21年4月）

　  日本ウエザリングテストセンター

(9) スガ試験機（株）テクニカルニュース　No.239

　  促進耐候（光）性試験の歴史と発展（25）ブラックパネル温度計とブ

ラックスタンダード温度計
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■スガウェザリング技術振興財団■
　　　　 春山志郎先生を偲ぶ �

スガ財団の評議員会議長、審査委員長、理事長を歴任された、春山志郎

先生が昨年8 月にご逝去されました。

35年にわたるスガ財団の表彰・研究助成は、春山志郎先生の厳正な審

査の軌跡です。春山先生は後任の審査委員長を相澤益男様に託されまし

た。相澤益男様は東京工業大学元学長、内閣府総合科学技術会議（議

長 安倍総理）の元常勤議員で、日本の科学技術基本計画に深く関わって

こられた方です。改めて春山先生への大恩を想い、謹んでご冥福をお祈り

申し上げます。

� 公益財団法人 スガウェザリング技術振興財団 理事長　須賀茂雄

�

故 春山志郎 先生
経歴
元東京工業大学 名誉教授
元（社）電気化学会会長
元（社）腐食防食協会会長

スガ財団経歴
評議員会議長
審査委員長
理事長　を歴任

第 35 回 （平成 28 年度） スガウェザリング財団賞 表彰　　[ 科学技術賞 ]

受賞者 研究業績の名称

1
福井大学 産学官連携本部 客員教授 （名誉教授）
堀 照夫

染色布
ふ は く

帛の各種染色堅ろう度の評価および高堅ろう性染料の開発

第 36 回 （平成 29 年度） 研究助成

研究者 研究課題

1
北海道大学 大学院工学研究院電子材料化学研究室 
教授　安住和久

寒冷地における積雪下暴露金属試験片の詳細腐食モニタリング

2
一般社団法人 日本マグネシウム協会 
専務理事　小原　久

マグネシウム合金板材の暴露試験と塩乾湿複合サイクル試験の
相関に関する調査

3
あいち産業科学技術総合センター 産業技術センター
主任　小林弘明

微粒子ピーニング処理と大気圧プラズマ処理の組み合わせによる
塗装前処理プロセスの研究

4
東北大学 大学院工学研究科 
准教授　田邉匡生

テラヘルツ光による被覆 PC 鋼線劣化の非破壊 ・ 非接触診断

5
広島市立大学 
名誉教授　生岩量久

IEC TC104 （環境条件、 分類及び試験方法） 東京会議開催

6
早稲田大学 理工学術院基幹理工学部 機械科学 ・ 航空学科
准教授　細井厚志

海洋構造用 CFRP の海水環境疲労寿命評価技術の構築

◆表彰 ・ 研究助成先が決定しました。

今年も厳正な審査の結果、下記第35回表彰1件、第36回研究助成先6件が決定し、次の日程で贈呈式が執り行われ

ます。平成29年4月27日（木）会場：東海大学校友会館（霞が関ビル35階）

「屋外暴露と促進試験」をテーマに今年も下記の日程で開催致します。プログラム等詳細は決まり次第スガ財団ホーム

ページにてご案内致します。

第65回（東京）平成29年11月22日（水）　会場：アルカディア市ヶ谷　3階富士の間

第66回（大阪）平成29年11月29日（水）　会場：大阪国際会議場（グランキューブ大阪）12階特別会議場

◆平成 29 年度の学術講演会の日程が決まりました。
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見学会

講演

開催日：2017年2月10日（金）

場所：スガ試験機㈱日高・川越工場

筑波建築研究機関協議会の9名の皆様が促進耐候性試験

機、腐食促進試験機の製作工程を見学されました。耐候・腐

食・測色についてのセミナーも行われました。

筑波建築研究機関協議会 （BRIC） 様
日高 ・ 川越工場見学会

開催日：2017年2月22日（水）

場所：山梨県富士工業技術センター

講演者：営業本部 国内営業部 課長代理 藤田尊久

講演内容：「耐候性試験機の必要性及び促進耐候性試験規

格」について紹介しました。

山梨県富士工業技術センター様耐候性セミナー

開催日：2017年3月9日（木）

場所：新潟県工業技術総合研究所

講演者：営業本部 国内営業部 課長代理 藤田尊久

講演内容：「促進耐候性試験」について紹介しました。

新潟県工業技術総合研究所
下越技術支援センター様耐候性セミナー


